
ため池の自然観察と塚ノ木入池

相 地 満（ 東海市立船島小学校）

ー はじめに

11月 8 日出の新聞には豊田市の農業用ため池でウシモ ッゴの生息が確かめられている記事が掲載

されていた。また、 7 月 31 日困に東海市富木島町で行なわれた、ため池の自然観察会ではオオキト

ンボの羽化する様子が観察されている。いくつかのため池は、今もなお、 急速に滅びつつある里山

の生き物をはぐくみ続けている。 灌漑機能を失い、次々に死水化し、埋め立てられていくため池の

存在を現代的な意義から捉えなおし、新しい活用をはかってい＜ことは、かつての里山の自然の中

で恵みを受け、成長 してきた近代都市に生活する者達の責務でもある 。 ＂人間は、自然を自分に役

立てようとすればするほど、 それに依存する。自然は、 その内部に宿 る法則に応じて、方向を示 し 、

また支配されうるものなのだからである 。 " (ユ ンゲ「生活共同体としての村の池」 1885年）ため

池の自然について考えをめぐらす時、

おこす必要がある 。

100 年も前に語られだこの言菓の意味を今、あ ら ためて思い
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(1) 

ため池の自然観察

何を観察するのか

ア
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ウ

池の生物の生態や形態を池という固有の環境との関係で捉え る。この場合の池とは 、 水界

のみならず、周辺の雑木林や集水域全体を含めて考える。

人の営為を含めた自然の繋りを考える。

ため池の環境が悪化していく、破壊されてい＜こ とに よ り 、 人と自然が敵対的な関係にな

っ ていることに気付く。

工

(2) 

ア

ため池の自然を知ることによ り 、

個々の池の場合

東海市油田池の場合

これか らの人と自然とのあり 方を考 え る。

7 月 30 日附東海市油田池において 、 自然観察会を も った。参加者は子供 30 名 、 父兄 30 名

であった。近くに公民館があり、 そこで説明、標本や実物展示を行ない、図書の紹介 も 行な

ったため 、 現地での観察が大変有効に行なえた。ま た、 まとめも深めることができた。観察

地の近くにこういった施設があることは大変良いと思われる。参加者の感想も良か っ た 。
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容易には説明できない。

ただ、 生物の観察のみ

ならず、 そうい っ た水

質との関連でも池や池

の生物を理解してい＜こ とが必要であるが、平易に説明したり思考さ せたりすることは、

かなり 難しいこ とである 。

3 ため池の自然観察地としての塚ノ私池の優位性

最近、 自然観察会をもっ た 2 つの池の例を挙げたが、塚ノ私池の場合は 、 これらの池 よりはるか

に都市近郊にあるため池の自然観察地としての優位性をもっている。その幾つかを挙げると 、

(1) 生物屑の豊かさ ＿ 豊かな 2 次林にかこまれている。そのため 、 そこで観察される生物相

の幅も広い。食虫植物、 雑木林、 水草、昆虫、 水生毘虫、きのこ 、 野鳥な ど観察される生物の

種類は他の池に比較すると格段の開きがある 。

(2) 安全性 ＿ 水際に立っ ての観察が可能であり、がけや、土砂崩れの心配もない。

(3) 施設の活用ー一 近くに社会教育センターがあり、そこでの標本展示や実物の観察が可能で

ある 。 観察の事前 ・ 事後の活動に大変便利である 。 ため池の自然観察では、そうい っ た活動が

とりわけ必要である 。 池の生物の観察は、池の畔に立つだけでは出来ないことも多いからであ

る。また、池の歴史や、池がおかれている現状などを説明 したりす るため にも、落ち若いた場

が必要であ る。図書や資料等の紹介にも良い。

4 おわりに— 猪高町の自主的グループによる自然観察会の紹介をかねて

猪高町には、塚 ノ 私池を含めた猪高緑地をフィールドにする自主的な自然観察グループがあり、

随時、自然観察会を行なっている 。 都市周辺では、自然が豊かなこの猪高緑地と塚ノ私池の自然観

察を継続して行なってい＜ことは 、 大変、 有意義なこ と であり、貴重なことである。

だが、 この塚ノ私池も 、こ のまま将来にわたり、 自然の比較的豊かな池として在 り続けていくと

はと うてい考えられない。 この数年の間でさえ 、 状態の悪化は著しい。 農業用水としての池の役割

が薄れるにつれ、 池の自浄作用は低下していくのかも知れないが、 釣人による池の荒廃には甚しい

ものがある 。 ブラ ックパ スやブルーギルの繁殖、 かつては優位を占めていたガガプタ や ヒシの後退

領向。こ れらの現象が何に起因としているのかは良くわからないが、 この池を守り続けてい< tこめ

には、ゴ ミ掃除や啓蒙活動をするボランティアが必要となっている。また一度私抜きをして、外来

魚や水草の様子を調べたり、池の清掃を してみては どうであろうか。 随時行なわれた、そういっ た

人の手による活動もまた 、 かつてのため池の自然を作り上げていたはずである。尚、本調査研究の

一部は、 トヨタ財団身近な環境 をみつめよう第 4 回研究 コ ンク ー ルから の助成を受けた。
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